
2008.10
広　報広　報

2008.10
【№046】【№046】

～森がすくすく、川がいきいき、人が元気～～森がすくすく、川がいきいき、人が元気～

主　な　内　容

平成20年度敬老行事 ･･･････････････Ｐ２～３

ＴＯＷＮＮＥＷＳ ･････････････････Ｐ４～６

町政ＮＥＷＳ ･････････････････････Ｐ７～13

みんなの広場 ･････････････････････Ｐ14～15

くらしの情報・町民カレンダー ･････Ｐ16～19

実りの秋。
◎好藤小学校児童稲刈り



22008.10

いつまでもお元気で
◎長寿を祝い各地区で敬老行事

９
月
15
日
は
敬
老
の
日
。
長

寿
を
祝
い
、
数
多
く
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
敬
老
行
事
の
式
典
が

９
月
８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

町
内
６
地
区
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
26
人
少
な
い

総
勢
３
，
７
５
３
人
（
男
性
１
，

５
０
５
人
、
女
性
２
，
２
４
８
人

　

＊
広
見
地
区
は
70
歳
以
上
、
日

吉
地
区
は
69
歳
以
上
）
の
お
年
寄

り
の
方
々
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
浦
甚
一
町
長
が

「
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の

４
代
に
わ
た
り
国
の
た
め
、
地
域

の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
ご
苦
労
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
過
ご
さ
れ
、
来
年
も
ま
た

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
百
寿
者
３
人
、
米
寿
者

89
人
に
御
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
長
寿
を
祈
念
し
て
万

歳
三
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
な
ど
に
よ
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
作

文
で
は
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
の
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
か
わ
い

ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
、

出
席
者
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
課
職
員
有
志

に
よ
る
劇
団
婆ば

あ
薔ば

ら薇
一
座
の
寸

劇
で
は
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
と
タ
オ
ル
体
操
を
紹
介
。「
い

つ
ま
で
も
現
役
で
元
気
に
長
生
き

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
保
育
園
児
や
小
学

生
児
童
、
各
種
文
化
団
体
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会

場
は
お
年
寄
り
の
方
々
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今年も会えました。

元気いっぱいのおじいちゃん、笑顔の素敵なおばあちゃん。



3 2008.10

笑顔、
満開。

◎カメラスケッチ
①百寿・米寿の表彰を受ける受賞者（泉地区）②感謝の気持ちを発表したおじいちゃん、おばあちゃんへの作文（好
藤地区）③力強い太鼓を披露した日吉小学校武左衛門太鼓（日吉地区）④よさこい音頭をかわいらしく踊る保育園児
（泉地区）⑤名演技を見せた、今年デビューの婆あ薔薇一座　⑥タオル体操に挑戦する出席者　⑦今年で85歳の兵頭
徹さん（大宿）は14年連続でハーモニカを演奏（愛治地区）⑧昨年に引き続き今年も派手な衣装に早替わり、会場内
を縦横無尽に走り回った「壱体誰造」さん。会場を爆笑の渦へと巻き込みました。（近永、三島地区）

① ②

③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

　９月17日、松浦町長が芝友八さん宅を訪問。
町内の最高齢者を記念して、表彰状と記念品
を贈りました。芝さんは現在102歳。膝が少
し悪いものの、杖をつきながら歩くなど元気
なご様子でした。町長からの質問にもはっき
りとした口調で答えられ、日吉村長を務めら
れた時の話などたくさんのお話をしていただ
きました。
　毎日欠かさず甘酒２本、牛乳１本を飲むほ
か、新聞、週刊誌に目を通すことと日記をつ
けることが日課だそうです。長寿日本一を目
指して、いつまでも元気にお過ごしください。

町内最高齢者は
芝　　友　八さん（父野川下）
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出
発
式
に
は
、
日
吉
中
学
校

と
広
見
中
学
校
の
生
徒
６
人
と

そ
の
保
護
者
、
学
校
と
町
の
関

係
者
ら
が
出
席
。
浦
田
賢
三
副

町
長
が
「
研
修
が
皆
さ
ん
の
将

来
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る

よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
思

い
切
っ
て
挑
戦
し
、
か
ば
ん

い
っ
ぱ
い
に
思
い
出
と
感
動
を

詰
め
て
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
研
修
生
を
激
励
。
こ
れ

に
対
し
、
研
修
生
代
表
の
谷
口

茉
佑
さ
ん（
日
吉
中
学
校
３
年
）

が
「
研
修
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
や
親
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
に
、
10
日
間
の
研

修
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
現
地

で
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

研
修
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
を
中
心
に
実

施
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学

校
研
修
を
通
じ
て
、
現
地
の
方

や
他
国
の
研
修
生
と
交
流
を
深

め
、
外
国
の
文
化
や
生
活
様
式

な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

研
修
内
容
や
参
加
者
の
体
験

談
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

青
少
年
を
海
外
に
派
遣
し
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
と
と

も
に
鬼
北
町
の
将
来
を
担
う
青

少
年
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

た
海
外
研
修
の
出
発
式
が
８
月

18
日
、
鬼
北
町
中
央
公
民
館
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
５
年
に

故
山
口
恒
則
氏
か
ら
受
け
た
寄

附
金
を
基
金
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
中
高

生
48
人
が
研
修
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

中
学
生
が
海
外
研
修
へ
出
発

◎
鬼
北
町
人
材
育
成
ふ
る
さ
と
基
金
海
外
研
修
事
業

TOWN NEWS

　

高
齢
者
福
祉
に
貢
献
、
山
下
健
一
さ
ん
に
県
知
事
表
彰

◎
高
齢
者
福
祉
関
係
功
労
者
県
知
事
表
彰

　

９
月
４
日
、
松
山
市
で
開
催

さ
れ
た
第
48
回
愛
媛
県
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、
山
下

健
一
さ
ん
（
内
深
田
）
が
県
知

事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
大
本
ク
ラ
ブ

会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ

好
藤
支
部
支
部
長
を

歴
任
し
、
平
成
17
年

に
鬼
北
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
に
就

任
。
高
齢
者
の
健
康

増
進
を
図
る
た
め
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
普
及

に
努
め
る
ほ
か
、
公

共
施
設
等
の
清
掃
や
独
居
老

人
世
帯
の
訪
問
、
世
代
間
交
流

な
ど
幅
広
い
活
動
を
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰

は
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
７
日
に
高
知
県

で
行
わ
れ
た
第
50
回
四
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
貢
献
し
た
と

し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

土
俵
際
の
激
し
い
攻
防
に
大
声
援

◎
六
地
蔵
奉
納
相
撲
大
会　

　

近
隣
市
町
の
力
自
慢
が
参
加

し
た
六
地
蔵
奉
納
相
撲
大
会
が

８
月
24
日
、
日
吉
武
左
衛
門
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
町
内
外
か
ら
14
チ
ー
ム
約

80
人
が
出
場
し
、
個
人
の
部
と

団
体
の
部
で
熱
戦
を
展
開
。
保

育
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い
取
り

組
み
か
ら
、
相
撲
ク
ラ
ブ
に
よ

る
プ
ロ
顔
負
け
の
迫
力
あ
る
取

り
組
み
ま
で
、
見
応
え
十
分
の

試
合
が
続
き
、
土
俵
際
の
激
し

い
攻
防
や
豪
快
な
投
げ
技
な

ど
が
決
ま
る
た
び
に
、
観
客
か

ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
小
学
校
対
抗
戦
】

　

①
愛
治
小
②
日
吉
小
③
近
永
小

【
分
館
対
抗
戦
】

　

①
下
鍵
山
②
日
向
谷

【
市
町
対
抗
戦
】

　

①
野
村
②
宇
和
島
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９
月
４
日
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
各
地
を
巡
回
し
て
い
る
交

通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
鬼
北

町
を
訪
れ
、
中
央
公
民
館
前
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。
式
に
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
ら
約
70
人
が
出
席
。
上
甲
雅

子
鬼
北
町
交
通
安
全
母
の
会
会

長
が
「
住
民
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
、
地
域
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
効
果
的
な
交
通
安
全

　

９
月
５
日
、
下
鍵
山
の
ふ
れ

あ
い
農
園
で
と
う
き
び
の
収
穫

が
あ
り
、日
吉
小
学
校
児
童（
１

年
〜
３
年
）
35
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
と
う
き
び
は
、
台
風

の
被
害
も
な
く
順
調
に
育
ち
、

背
丈
も
３
ｍ
近
く
ま
で
成
長
。

穀
彩
村
の
渡
辺
正
志
さ
ん
が

「
６
月
に
種
ま
き
を
し
た
と
う

き
び
が
、
や
っ
と
食
べ
ら
れ
る

　

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

◎
全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　

待
ち
に
待
っ
た
収
穫
、
秋
の
味
覚
を
満
喫

◎
日
吉
小
学
校
児
童
と
う
き
び
収
穫　

し
た
。

　

主
会
場
の
日
吉
夢
産
地
で
は
、

日
吉
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る

武
左
衛
門
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
、
息
の
合
っ
た
バ
チ
さ
ば

き
と
力
強
い
太
鼓
の
音
が
観
客
を

魅
了
。
続
い
て
行
わ
れ
た
盆
踊
り

大
会
は
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
大
勢
の

踊
り
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

舞
台
上
で
行
わ
れ
た
分
館
シ
ョ
ー

で
は
、
五
鹿
踊
り
や
ダ
ン
ス
、
歌

な
ど
地
区
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
芸
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り

上
げ
る
な
ど
、
お
祭
り
に
花
を
添

え
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
14
日
、
日
吉
夢
産
地
を

主
会
場
に
武
左
衛
門
ふ
る
里
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
み
の
、
わ
ら
じ
な

ど
百
姓
の
衣
装
を
着
た
群
衆
約

50
人
が
武
左
衛
門
広
場
を
出

発
。
地
区
名
の
書
か
れ
た
む
し

ろ
旗
を
高
く
掲
げ
、「
ウ
ォ
ー
、

ウ
ォ
ー
」
と
雄
た
け
び
を
あ
げ

な
が
ら
、
武
左
衛
門
一
揆
を
模

し
て
中
心
部
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
商
店
街
の
交
差
点

で
は
、
故
事
に
ち
な
み
二
手
に

分
か
れ
て
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま

　

勇
壮
な
百
姓
一
揆
再
現

◎
第
24
回
武
左
衛
門
ふ
る
里
ま
つ
り

対
策
の
推
進
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
松
浦
町

長
に
伝
達
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を

歓
迎
し
て
広
見
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
演
奏
を
行
っ
た
ほ
か
、
生

徒
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
な
ど

が
あ
り
、
参
加
者
は
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
町
を
あ
げ
て

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
児
童
に
収
穫
作
業
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
穀
彩
村
の
方
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
４
本
ず

つ
収
穫
。
学
校
に
持
ち
帰
っ
た

約
１
４
０
本
を
早
速
炭
火
で
焼

き
、
香
ば
し
く
焼
き
あ
が
っ
た

と
う
き
び
を
ほ
お
ば
り
な
が

ら
、
収
穫
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。
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８
月
３
日
、
大
洲
市
肱
川
町

で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
が
開

催
さ
れ
、
鬼
北
町
の
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
会
員
ら
で
編
成
し
た
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｋ
３
（
岡

本
宏
史
、
清
家
一
男
、
竹
本
敬

三
、
舛
森
均
、
兵
頭
健
生
、
本

多
友
幸
、
西
川
慎
一
、
杉
本
翔
一
、

稲
垣
正
典
、
二
宮
幸
、
毛
利
直

人
）
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
漕
ぎ
手

　

20
歳
の
門
出
を
祝
う
日
吉
地

区
の
成
人
式
が
日
吉
住
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
ス
ー
ツ
姿

や
浴
衣
姿
の
新
成
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
今
年
の
成
人
式
に
は

対
象
者
22
人
の
う
ち
19
人
が
出

席
。

　

大
森
時
政
日
吉
公
民
館
長
、

松
浦
甚
一
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
兵
頭

和
樹
さ
ん
（
上
鍵
山
）
が
謝
辞

を
述
べ
、
大
人
と
し
て
自
覚
・

責
任
を
持
つ
な
ど
決
意
を
新
た

　

４
回
目
の
挑
戦
で
見
事
３
位
入
賞

◎
第
13
回
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会　

　

22
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

◎
平
成
20
年
度
日
吉
地
区
成
人
式　

し
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
子
ど
も
に
負
け
な
い
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
。

　

小
学
生
相
手
に
負
け
る
わ
け
が

な
い
と
自
信
た
っ
ぷ
り
の
保
護
者
で

し
た
が
、
い
ざ
競
技
が
始
ま
る
と
、

水
泳
練
習
で
鍛
え
ら
れ
た
小
学
生

に
大
苦
戦
。
各
種
目
で
保
護
者
と

児
童
、
教
員
と
児
童
の
対
決
が
実

現
し
、
互
い
に
対
抗
心
を
燃
や
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
競
技
が
ゴ
ー
ル
ま
で
も
つ
れ

る
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
終

種
目
の
選
抜
リ
レ
ー
で
は
保
護
者

チ
ー
ム
が
小
学
生
チ
ー
ム
を
圧
倒

し
、
大
人
の
意
地
を
見
せ
ま
し
た
。

　

好
藤
小
学
校
親
子
水
泳
大
会

が
８
月
31
日
、好
藤
小
学
校
プ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
児
童
と
保
護
者
、

教
員
、
好
藤
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会

員
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
特
別
演
技
で

は
、
女
性
保
護
者
と
教
員
有
志

が
、
シ
ン
ク
ロ
を
取
り
入
れ
た
創

作
ダ
ン
ス
を
披
露
。
美
し
い
足

技
や
豪
快
な
回
転
が
決
ま
る
と

会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
行
定
一
義
さ
ん
、
公
平
く
ん

親
子
が
「
日
頃
の
努
力
を
生
か

　

親
と
子
、
水
泳
で
真
剣
勝
負

◎
好
藤
小
学
校
親
子
水
泳
大
会

８
人
と
舵
取
り
、
伴
奏
の
10
人

で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
ボ
ー
ト

で
４
５
０
㍍
の
タ
イ
ム
を
競
う

も
の
で
、
予
選
に
は
県
内
外
か

ら
43
チ
ー
ム
が
参
加
。
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｋ
３
は
、
全
体

の
４
位
で
予
選
を
突
破
す
る
と
、

決
勝
で
も
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
粘
り
強
さ
を
み
せ
、
予
選

タ
イ
ム
を
上
回
る
会
心
の
レ
ー

ス
運
び
で
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
家
族
等
か

ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ

れ
た
ほ
か
、
懇
談
会
が
設
け
ら

れ
、
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た
友

人
や
恩
師
と
近
況
報
告
を
し
た

り
、
思
い
出
話
に
花
を
さ
か
せ

た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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町政
　ＮＥＷＳ

お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

町
民
課　

内
線
２
１
６

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
を
放
置
す

る
と
強
制
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
老
後
に
受
け
る
年
金
が
減

額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
に
つ
い
て
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
の

ほ
か
、
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ん

の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め
、
納
付

期
限
を
過
ぎ
て
も
保
険
料
が
納
め
ら

れ
て
い
な
い
場
合
は
、「
ご
自
宅
へ
の

訪
問
」
や
「
電
話
」
に
よ
り
納
付
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
所
得
が
あ
り
な
が

ら
再
三
の
納
付
督
励
に
も
応
じ
な
い

方
に
対
し
て
、
最
終
催
告
状
の
送
付

を
行
い
、
さ
ら
に
督
促
状
を
発
行
し

て
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

方
に
つ
い
て
は
、強
制
徴
収
（
差
押
え
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
て
な
い
で
！

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
料
金
請
求

産
業
課　

内
線
２
６
１

相
談
事
例
と
助
言　

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
利
用
し

て
い
て
、
何
ら
か
の
項
目
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
ら
、
突
然
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

や
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
つ
な
が
り
、

「
登
録
を
完
了
し
ま
し
た
」「
入
会
金

○
万
円
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
画
面
が
表
示
さ
れ
、
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

有
料
だ
と
認
識
し
て
利
用
す
れ
ば

料
金
を
支
払
う
の
が
原
則
で
す
が
、

「
入
口
」
や
「
18
歳
以
上
」
等
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
だ
け
で
自
動
登
録
に
な
っ
た

場
合
や
、
間
違
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
た

場
合
な
ど
は
、
消
費
者
に
申
し
込
み

の
意
思
が
な
い
の
で
、
錯
誤
に
よ
る

契
約
の
無
効
を
主
張
で
き
ま
す
。
子

ど
も
が
間
違
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
た
場

合
は
、
親
の
同
意
の
な
い
未
成
年
契

約
で
す
の
で
、
契
約
の
取
り
消
し
を

主
張
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
処
法

 

・  

安
易
に
支
払
わ
な
い
。　
　
　

　

不
当
な
請
求
に
は
一
切
応
じ
な
い

　

よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

相
手
に
連
絡
し
な
い
。

　

 

不
安
に
な
っ
て
問
い
合
わ
せ
る
と
、

か
え
っ
て
電
話
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

・ 

興
味
本
位
で
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
な
い
。

　

 

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
は
開
か

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

・ 

個
人
情
報
は
む
や
み
に
漏
ら
さ
な
い
。

　

 

ネ
ッ
ト
上
の
無
料
サ
イ
ト
な
ど
に

書
か
れ
た
ア
ド
レ
ス
は
、
専
門
業

者
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
常
に
個
人
情
報
は
狙

わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

平
成
20
年
分
年
末
調
整
事
務
説

明
会
の
開
催
に
つ
い
て

税
務
課　

内
線
２
２
２

　

今
年
も
源
泉
徴
収
事
務
の
総
決
算

と
い
う
べ
き
年
末
調
整
の
時
期
が
近

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
納
付
等
を
ご
利

用
の
場
合
は
「
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.sia.go.jp/

）」

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

愛
媛
社
会
保
険
事

務
局
宇
和
島
事
務
所　

☎
22
・
５
４

４
０
㈹

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
20
年

分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・
納
付
書
等

の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕
方
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
年
末
調
整

関
係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
、

事
前
に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

来
場
の
際
に
は
必
ず
こ
の
封
筒
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

 平成20年分年末調整事務説明会日程
開 催 日 時　間 会　場 対 象 地 域

11/10㈪ 10時～ 12時 宇和島市役所
２階　大会議室

宇和島市（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

11/10㈪ 14時～ 16時 宇和島市役所
２階　大会議室 宇和島市（法人事業者）

11/18㈫ 13時30分
～ 15時30分

愛南町城辺
社会福祉会館
３階　中ホール

愛南町

11/19㈬ 14時～ 16時 鬼北町近永公民館
２階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

＊説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来場いただけます。
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鬼
北
町
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
必
要
と

な
る
事
項
を
協
議
す
る
た
め
に
鬼
北

町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
は
、
鬼
北
町
副
町
長
、

地
元
６
地
区
の
代
表
者
、
地
元
の
タ

ク
シ
ー
業
者
お
よ
び
宇
和
島
自
動
車
、

道
路
管
理
者
、
愛
媛
運
輸
支
局
、
愛

平
成
20
年
第
１
回
鬼
北
町
地
域

公
共
交
通
会
議
を
開
催

企
画
財
政
課　

内
線
２
７
２

媛
県
バ
ス
協
会
、
宇
和
島
警
察
署
の

各
機
関
に
委
嘱
し
、
合
計
19
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
１
日
に
近

永
公
民
館
で
行
わ
れ
た
第
１
回
会
議

で
は
、
浦
田
賢
三
副
町
長
を
会
長
に
、

酒
井
政
吉
愛
治
自
治
会
長
を
副
会
長

に
選
出
し
た
後
、
鬼
北
町
が
路
線
バ

ス
の
廃
止
に
よ
り
運
行
し
て
い
る
町

営
バ
ス
愛
治
線
、
屋
敷
線
に
つ
い
て

協
議
し
、
引
き
続
い
て
運
行
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

10月１日から仏木寺線、愛治線の再編（統合）をいたします。
　当社では、新たな仏木寺経由愛治線の運行回数を現在の利用状況
等を踏まえて、１日あたり、朝１回・午前１回・昼中１回・午後１回・
夕方１回の計５回にいたしました。
　なお、運行時刻に関しましては、今後、ご要望があれば変更も検
討してまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

■宇和島⇒仏木寺・愛治方面
東高校前 仏木寺 愛治診療所前
８時21分 ８時55分 ９時18分 学休日運休
10時56分 11時30分 11時53分
12時56分 13時30分 13時53分 日祝日運休
15時21分 15時55分 16時18分
17時46分 18時20分 18時43分

■愛治・仏木寺⇒宇和島方面
愛治診療所前 仏木寺 東高校前
７時02分 ７時26分 ７時56分
９時35分 ９時59分 10時29分 学休日運休
12時10分 12時34分 13時04分
14時10分 14時34分 15時04分 日祝日運休
16時45分 17時09分 17時39分

■運行時刻・運賃に関するお問い合わせ
　宇和島自動車㈱業務部　☎22－2200

宇和島自動車からのお知らせ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
の

一
部
補
助
に
つ
い
て

建
設
課　

内
線
２
４
２

　

鬼
北
町
で
は
、
近
い
将
来
発
生
が

予
想
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
等

の
大
規
模
地
震
に
備
え
、
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
受
け
る
人
に
対
し
て
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

① 
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
軸
組
み

工
法
の
戸
建
て
の
住
宅
）

② 

階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
床
面
積

が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の
。

③ 

併
用
住
宅
の
場
合
、
延
焼
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
の
用
途
に
供
さ

れ
て
い
る
も
の
。

＊ 

た
だ
し
、
専
用
住
宅
の
う
ち
、
共

同
住
宅
お
よ
び
長
屋
住
宅
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　
「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務

所
」
の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務

所
が
「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
実
施
す
る

耐
震
診
断
を
対
象
と
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、

最
高
２
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

受
付
戸
数

　

10
戸
（
受
付
先
着
順
）

受
付
期
間

　

９
月
17
日
㈬
か
ら
11
月
14
日
㈮
８

時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
（
土
日
、

祝
祭
日
を
除
く
）

申
込
方
法

　

役
場
建
設
課
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

① 

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
ま
た

は
建
築
物
の
登
記
簿
謄
本

②
建
築
年
度
や
構
造
が
分
か
る
も
の

▲�町営バス愛治線、屋敷線について協議す
る会員
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③
外
観
写
真
（
２
箇
所
以
上
）

④
住
宅
の
位
置
を
示
す
地
図

⑤
見
積
書（
耐
震
診
断
事
務
所
が
作
成
）

⑥
借
家
の
場
合
は
貸
主
の
同
意
書

⑦
伝
統
工
法
住
宅
チ
ェ
ッ
ク
票

耐
震
診
断
事
務
所
選
定

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
依
頼
す
る

建
築
士
事
務
所
は
、
申
込
み
の
際
に
町

に
あ
る
登
録
名
簿
の
中
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
20
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

企
画
財
政
課　

内
線
２
７
１

　

10
月
１
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国
や
都

道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生
活
基
本

計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立

案
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成

す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、

そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
。

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

保
健
福
祉
課　

内
線
６
１
５

　

毎
年
６
千
人
の
方
が
、
突
然
、
白

血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。「
骨
髄
液
の
提
供
（
骨
髄
移

植
）」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白

血
病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い

ま
す
。
骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者（
ド

ナ
ー
）
の
白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）

を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
兄
弟
姉
妹
間

で
４
分
の
１
、
他
人
で
は
数
百
か
ら

数
万
分
の
１
の
確
率
で
し
か
一
致
せ

ず
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄

移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

平
成
20
年
１
月
15
日
、
全
国
で
骨
髄

バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は
、
30
万

人
に
到
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
骨

髄
移
植
を
受
け
ら
れ
た
国
内
の
患
者

さ
ん
は
約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を

救
う
た
め
に
は
、
今
後
も
一
人
で
も

多
く
の
方
の
ド
ナ
ー
登
録
を
お
願
い

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
愛
媛

県
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
３
，
２
５
２

人
を
目
標
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。「
骨
髄
バ

ン
ク
登
録
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
18
歳
か
ら
54

歳
ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

＊
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
大
街
道
献
血
ル
ー
ム
は
、
登
録
の

し
お
り「
チ
ャ
ン
ス
」を
持
参
す
れ
ば
、

予
約
な
し
で
登
録
で
き
ま
す
。）

愛媛県内の骨髄バンク登録窓口
施　設　名 開設日 問い合わせ先 電話番号

大街道献血ルーム 毎日 松山市大街道2丁目6-6 089-932-0900

西条保健所 月曜日 西条市喜多川796-1
（企画課企画情報係） 0897-56-1300

今治保健所 月曜日 今治市旭町1-4-9
（企画課企画情報係） 0898-23-2500

八幡浜保健所 月曜日 八幡浜市北浜1-3-37
（企画課医療対策係） 0894-22-4111

宇和島保健所 第1・第3
火曜日

宇和島市天神町7-1
（企画課医療対策係） 0895-22-5211

農
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税
に
つ
い
て

農
業
委
員
会　

内
線
２
６
３

　

こ
れ
ま
で
農
業
を
営
む
者
が
自
ら

経
営
す
る
農
地
に
お
い
て
使
用
す
る

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
軽

油
に
対
し
、
免
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
般
、
地
方
税
法

施
行
令
等
が
改
正
さ
れ
、
農
作
業
の

う
ち
基
幹
的
な
作
業
の
す
べ
て
の
委

託
を
受
け
て
農
作
業
を
行
う
者
に
そ

の
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

税
率
は
32
・
１
円
／
㍑
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
例
え
ば
１
０
０
０
㍑
使
用
す

る
場
合
は
、
３
２
，
１
０
０
円
の
免

税
と
な
り
ま
す
。）

免
税
の
手
続
き

① 

あ
ら
か
じ
め
県
知
事
か
ら
「
免
税

軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付
を
受
け

ま
す
。

② 

免
税
軽
油
の
数
量
等
を
記
載
し
た

申
請
書
を
県
知
事
に
提
出
し
、「
免

税
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

③ 

石
油
販
売
事
業
者
に
「
免
税
証
」

を
提
示
し
、
免
税
軽
油
を
購
入
し

ま
す
。

④ 

「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付

を
受
け
た
者
は
、
毎
月
末
ま
で
に

購
入
し
た
数
量
等
を
報
告
し
ま
す
。

免
税
手
続
き
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

南
予
地
方
局
税
務
課
軽
油
引
取
税
係

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
２
７
・

２
３
４
）
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市
立
宇
和
島
病
院
か
ら
新
病
院

移
転
に
伴
う
休
診
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課　

内
線
６
２
１

　

新
病
院
（
本
館
部
分
）
の
完
成
に

伴
い
、
次
の
日
程
で
病
院
の
移
転
作

業
を
行
い
ま
す
。
移
転
作
業
中
は
、

検
査
や
治
療
に
使
用
し
て
い
る
医
療

機
器
の
移
設
や
調
整
を
行
う
た
め
、

通
常
ど
お
り
の
診
療
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
救
急
車
搬
送
な
ど
に
よ
る

重
篤
な
患
者
（
三
次
救
急
）
は
、
従

来
ど
お
り
診
察
を
行
い
ま
す
。

■移転作業期間中の診療

10月10日㈮
臨時休診
（午後から）

10月11日㈯

休診（休日）10月12日㈰

10月13日㈪

10月14日㈫
臨時休診
（終日）

■移転作業期間中の休日・夜間当番医

項目

月日

一　般　患　者 小　児　科

17時～ 23時
23時～ 17時～ 23時 23時～

内科系 外科系

10/10
㈮

宇都宮内科胃腸科
（栄町港2-4-6）
☎25-7228

上田外科
（広小路１-26）
☎25-0100 市立宇和島病院

（御殿町1-1）
☎25-1111

やくしじこどもクリニック
（泉町2-2-10）
☎24-1386

市立宇和島病院
（御殿町1-1）
☎25-1111

10/11
㈯

田中循環器科内科
（堀端町2-1）
☎22-0504

友松外科・胃腸科
（鶴島町6-27）
☎22-0410

こばやし小児科
（長堀3丁目5-12）
☎23-1150

10/12
㈰

石川循環器科内科
（中沢町1-2-9）
☎20-0320

加藤整形外科医院
（和霊元町4-2-8）
☎22-7111

社会保険病院
（賀古町2-1-37）
☎22-5616

こおり小児科
（中央町1-10-5）
☎24-5633

10/13
㈪

木村内科医院
（京町2-40）
☎24-0030

小川クリニック
（丸之内1-1-11）
☎23-3599

やくしじこどもクリニック
（泉町2-2-10）
☎24-1386

10/14
㈫

兵頭内科医院
（和霊元町1-6-24）

☎25-2772

鎌野病院
（広小路2-49）
☎24-6611

山下小児科
（堀端町1-41）
☎23-0055

町
政
座
談
会
を
６
地
区
で
開
催

総
務
課　

内
線
２
３
５

　

平
成
20
年
度
町
政
座
談
会
を
８
月

21
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
町
内
６

地
区
で
開
催
し
、
約
２
４
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
事
前
に
区

長
を
通
じ
て
取
り
ま
と
め
た
町
政

に
対
す
る
要
望
の
回
答
を
行
っ
た
ほ

か
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

保
険
料
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
等

に
つ
い
て
（
税
務
課
）

　

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。

　
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
）

　

テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
、
防
災
行
政
無
線
放
送
の

利
用
環
境
を
総
合
的
に
整
備
す
る
鬼

北
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
計
画
の
概
要
を
説
明
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
10
月
以
降
に
開
催
す

る
住
民
説
明
会
で
周
知
す
る
予
定
で

す
。

合
併
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
（
総
務

課
）

　

合
併
協
議
会
設
置
か
ら
の
経
過
と

合
併
協
議
会
で
の
協
議
事
項
・
確
認

事
項
な
ど
協
議
の
進
捗
状
況
を
報
告

し
ま
し
た
。
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し
て
、
今
住
ん
で
い
る
自
治
体
で
納

め
る
所
得
税
や
個
人
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

鬼
北
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
「
鬼
北
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

　

鬼
北
町
は
、
ふ
る
と
納
税
制
度
を

活
用
し
、「
鬼
北
町
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
へ

の
応
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
現
在
、

鬼
北
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な

事
業
の
う
ち
、
次
の
３
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
山
と
森
林
の
整
備
事
業

②
広
見
川
等
の
保
全
事
業

③
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
事
業

　

な
お
、
寄
附
の
状
況
や
寄
附
金
を

活
用
し
た
事
業
実
績
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
等
に
お

い
て
公
表
し
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
に
報
告
い
た
し
ま
す
。　

寄
附
の
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵

便
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
寄
附

手
続
き
の
書
類
（
寄
附
申
込
書
お
よ

び
寄
附
金
払
込
用
紙
）
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、
直
接
役
場
ま
で
お
越
し
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ

と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方
々
（
納
税

者
）
の
思
い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

故
郷
の
自
治
体
な
ど
希
望
す
る
自
治
体

に
寄
附
し
た
場
合
、
寄
附
金
額
の
う
ち

５
千
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
個
人

住
民
税
額
の
お
お
む
ね
１
割
を
上
限
と

鬼北町ふるさと納税制度

鬼北町ふるさと
応援寄附金

　

鬼
北
町
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、

役
場
、
日
吉
支
所
、
各
公
民
館
に
「
ご

意
見
箱
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
、「
こ
う
す
れ
ば

も
っ
と
町
が
よ
く
な
る
よ
」
な
ど
、

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
等
を
記
入
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
協
議
連
絡
が
必
要
な
場

合
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
意
見
箱
を
設
置
し
ま
し
た

総
務
課　

内
線
２
３
３

児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集

町
民
課　

内
線
２
１
７

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月

５
日
の
こ
ど
も
の
日
か
ら
１
週
間
を

「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
、
児

童
福
祉
の
理
念
の
普
及
、
啓
発
の
た

め
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
象
徴
と
な
る
平
成
21
年
度
の
標

語
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

募
集
内
容

　

元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を
応

援
す
る
標
語
、
未
来
に
向
け
て
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
標
語

募
集
期
間

　

９
月
１
日
㈪
〜
10
月
15
日
㈬

＊
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

①
は
が
き
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
よ
る
応
募

　

標
語
の
ほ
か
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
。
１
人
何
点
で
も

応
募
で
き
ま
す
が
、
は
が
き
１
枚
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
用
紙
１
枚
に
つ

き
、
標
語
は
１
作
品
の
み
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
封
書
の
場
合
も
、
用
紙

１
枚
に
つ
き
標
語
は
１
作
品
の
み
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
複
数
同
封
は

可
能
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

　

㈶
こ
ど
も
未
来
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
標
語
の
ほ
か
、
必
須
事
項
を

入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１
回

の
応
募
に
つ
き
、
標
語
は
１
作
品
し

か
入
力
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先

〒
１
０
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10月６日㈪から

パスポート窓口が変わります！
　旅券事務の権限委譲（県から市町へ）により、
平成20年10月６日㈪から、鬼北町にお住まい
の方は、町役場本庁でのパスポート申請・受け取りとなり
ます。これに伴い、県パスポートセンターは緊急発給（海外に
おける親族の病気など）に係る場合のみ取り扱いとなりますので、
ご注意ください。

■旅券窓口業務内容

窓口
旅券申請
受付時間

旅券受取
時間

交付日数
（標準処理期間）

収入印紙・県証紙の
販売場所

収入印紙 県証紙

鬼北町役場本庁
町民課
戸籍住民係

月～金
（祝祭日を除く）
８時30分～ 17時

月～金
（祝祭日を除く）
８時30分～ 17時

８日間
（閉庁日を除く）

町内
各郵便局

伊予銀行
近永支店

■発給申請に必要な書類一覧　　　　　　　　　　　　　　　	 ○=必要、－＝不要、△＝場合により必要

手続きの区分 対象者 戸籍 写真 はがき
本人
確認
書類

旅券 認印
代理の
可否＊

新 規 発 給
（ 初 回 ） 初めて旅券を申請する方 ○ ○ ○ ○ － △

申請 可

受取 否

新 規 発 給
前回旅券失効

旅券が失効している方

○ ○ ○ ○ △ △

申請 可

受取 否

有効な旅券を紛失した方 届出 否

新 規 発 給
（ 切 替 ）

・有効期限が1年未満となった方
・非ＩＣ旅券をＩＣ旅券に切り替える方 － ○ ○ △ ○ △

申請 可

受取 否

新 規 発 給
（ 訂 正 ）

氏名・本籍県名その他旅券の記載
事項に変更が生じた方 ○ ○ ○ △ ○ △

申請 可

受取 否
継 続 使 用
で の 記 載
事 項 訂 正

氏名・本籍県名に変更が生じた方 ○ － － △ ○ △
申請 可

受取 可

査 証 欄
増 補 査証欄増補を希望する方 － － － △ ○ △

申請 可

受取 可

＊ 本人による申請が困難な場合は、代理人が本人に代わって必要書類を提出できますが、申請には本人
の署名が必要となりますのでご注意ください。
＊ 詳しくは、県旅券窓口（☎089－923－5456）または役場町民課戸籍住民係（☎45－1111　内線213・
212）までご相談ください。

122008.10
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２００８ご案内
１０月１８日（土）　前夜祭　１８時～２１時

１０月１９日（日）　びっくり市他イベント満載！

９：00　　近永小学校トランペット鼓隊演奏

９：30　　第１回もちまき、主催者開会あいさつ
　　　　　びっくり市会場（９：30～15：00　コーナーにより開店・閉店時間が異なります）
　　　　　　 びっくり市（南国市土曜市、県内外市町、鬼北町特産品等出店）、国際交流市、フリー

マーケット、チャリティーバザー、青年団バザー、北宇和高校特産品販売、環境コーナー、
絵画即売展、餅つき実演販売（９：30～14：00）、ジャンボきじ鍋（11：00～。無料）、
健康まつり、鮎の塩焼きコーナーほか

　　　　　わんぱく広場（９：30～15：00）
　　　　　　 愛護班まつり（ふわふわ、ダーツ、綿菓子、ポップコーン、スーパーボールすくい、

フランクフルト）、　保育コーナー（幼児のお遊びコーナー）
　　　　　文化部門（９：00～15：00）
　　　　　　 きほく美術展（体育センター）、きほく川柳大会（近永公民館）、囲碁大会（鬼北町総

合福祉センター）

10：00　　特設ステージ（時間変更あり）
　　　　　　 ＯＹＡＺ♪・けんざいバンド（10：00～）、ダンスチーム広蓮（10：40～）、極真会

館鬼北道場空手演武（11：00～）、真美福田教室（11：30～）

12：00　　特産開発品受賞者表彰、お楽しみ抽選会第１回当選者発表

12：30　　鮎・マス・あまごのつかみどり（＊手袋は可、網は禁止。専用の袋配布）
　　　　　特設ステージ（時間変更あり）
　　　　　　さきがけキッズ（12：30～）、ソウルクリーム（12：50～）、
　　　　　　520・ワイワイステージショー（14：00～）

14：40　　お楽しみ抽選会第２回当選者発表

15：00　　主催者閉会あいさつ、第２回もちまき

【問い合わせ先】
　鬼北町教育委員会生涯教育課　☎（0895）45－1111内線（412）　FAX（0895）45－2061

炎の祭典・邦楽ライブinきほく　入場無料
　場　所：奈良川河川敷特設ステージ　
　　　　　（雨天の場合　鬼北総合公園）

　出演者：太鼓集団　魁（鬼北町）
　　　　　太鼓集団　天邪鬼（東京都）
　　　　　太鼓集団　雅（宇和島市津島町）
　　　　　澤田勝成社中（東京）津軽三味線と民謡

　秋の夜長に、荘厳な太鼓演奏をご満喫ください。

【会場周辺駐車場】
鬼北町役場　40台、中央公民館　15台、近永公民館　15台、福祉センターひまわり　60台、北宇和病院
駐車場　70台、近永保育所駐車場　30台、奈良川河川敷駐車場　400台、アルコール工場跡地　1,000台
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毎月、誕生日を迎えられるお子さんを紹介しています。
11月号では、11月生まれのお子さん( ３歳未満)を募集します。
掲載を希望される方は10月９日㈭までにお申し込みください。
対象者／鬼北町内に在住する満３歳までのお子さん
申込方法／ 写真（データ可）１点と住所、年齢、氏名、お子さんに対するコメント（50文字以内）

を記入した用紙を郵送、メール、持参のいずれかの方法により申し込みください。
申込先／鬼北町役場総務課、日吉支所、各公民館
問い合わせ先／鬼北町総務課行政係☎45－1111(内線235)

　甘えんぼの了！２歳の誕生日おめでとう！
　了の笑顔でみんな優しくなれるよ！

  たっくん誕生日おめでとう！
  いつまでもあーちゃんと仲良くネ！

  いつもニコニコいそいそと元気いっぱい
  感謝の心を大切に大きくなってね。

  おしゃべり大好き☆かいくん！
  ねえねとにいにと、いっぱい遊ぼうネ！

  お出かけ大好きな花音ちゃん！
  いっぱいお外で遊んで、元気に育ってね！

10月生まれの鬼北っ子

佐さ

さ々

木き

　
了あ

き
ら

く
ん

（
２
歳
・
国
遠
）

井い
の

上う
え

　
拓た

く

海み

く
ん

（
１
歳
・
奈
良
）

松ま
つ

岡お
か

　
花か

音の
ん

ち
ゃ
ん

（
１
歳
・
奈
良
）

上う
え 

山や
ま

　
昭し

ょ
う

く
ん

（
３
歳
・
下
鍵
山
）

井い
の

上う
え

　
加か

一い

く
ん

（
１
歳
・
興
野
々
）

ＨＡＰＰＹ

ＢＩＲＴＨＤＡＹ

元気な鬼北っ子の写真募集！
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佐
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８月１日から９日まで、私は「第52回森の
国滑床英語キャンプ」に、インストラク

ターとして参加してきました。この滑床英語
キャンプは、昭和31年に鬼北町の愛冶地区で行
われたのが発端で、その翌々年から松野町の滑
床渓谷に会場を移し、現在まで続けられていま
す。
　８月１日にインストラクター同士の打ち合わ
せをし、２～４日まで、まずは社会人や大学生
たちが参加する「地球人キャンプ（One World 
Camp）」をしました。このキャンプの参加者は
愛媛県だけでなく、東京や九州など、いろいろ
なところから参加していました。

　５～８日には、愛媛県や香川県、高知県から
参加した中学生や高校生たちも加わり、一緒に
キャンプをしました。中学生と高校生に分かれ
て５つのグループを作り、その中で私は、日本
人の助手１人と一緒に、日吉中学校から参加し
た生徒１人を含む中学生６人のグループを指導
することになりました。私のグループの生徒は、
初めはすごく恥ずかしがって、ほとんど話して
くれませんでしたが、２日目に、参加したみん
なでゲームをして交流するうちに、少しずつ仲
良くなり、私たちはそのゲームで優勝すること
ができました。３日目の夜には、それぞれのグ
ループで英語のスキット（寸劇）を作って、発
表し合い、私のグループはハリーポッターを演
じました。みんなでたくさん笑って、最後には
みんな友達になっていました。
　今回の参加を通して私は、とてもいい経験と
思い出ができました。この滑床英語キャンプは、
これまでにもたくさんの人たちが、私と同じよ
うにたくさんの思い出を作ってきた特別なキャ
ンプだと思うので、これからもずっと続いてい
けばいいなと思います。

「Nametoko English Camp！」

Christopher’s
Story №24
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INFORMATION

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本
的な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むす
べての自動車に加入が義務づけられており（自動車損
害賠償保障法）、自賠責保険・共済なしでの運行は法令
違反ですのでご注意ください！
　四輪車はもちろんですが、特に、車
検制度のない250CC以下のバイク（原
動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効期限切れ、か
け忘れにご注意を！なお、自賠責制度の詳しい内容は、
http://www.jibai.jpでご覧になれます。

大事な契約や遺言などは
公 正 証 書 に
　
　10月１～７日は「公証週間」
です。公証役場をご存知です
か。公証役場では、当事者の依
頼により、金銭の貸借、不動産
の売買・賃貸、損害賠償や慰謝
料の支払いなど各種の契約書
（公正証書）を作成しています。
公正証書には、判決書と同様
に、差押えや取立ての効力があ
ります。遺言書も公証役場で作
成しておくと、家庭裁判所の検
認という手続を受けることな
く効力が認められます。そのほ
か、会社の設立のための定款や
私署証書の認証、確定日付の付
与などの事務を行っています。
法律行為の確実を期すために
は、公正証書の作成や認証を受
けることをお勧めします。公証
役場では、いつでも公正証書に
関しての法律相談所を行って
おり、相談は無料です。
問い合わせ先　宇和島市愛宕
町2－2－50　宇和島公証役場
☎25－2292

10月は労働保険適用促進月間

　労働者を１人でも雇ってい
る事業主は労働保険（労災保
険・雇用保険）に加入する義務
があります。厚生労働省では、
10月を「労働保険適用促進月
間」と定め、全国的に労働保険
の加入促進に努めています。労
働保険についてのご相談・お問
い合わせは、愛媛労働局労働保
険徴収室（☎089－935－5202）
または、最寄りの労働基準監督
署、ハローワー
クにおたずね
ください。

平成20年度甲種防火管理
新規講習の開催について

受講対象
⑴防火管理者が必要な事業所
等で、資格者が不在の場合
⑵防火管理者の資格を取得し
たい人
講習日時
　10月23日㈭、24日㈮の２日
間 いずれも９時30分～16時30
分まで
講習場所
　宇和島市丸之内５丁目１番
18号宇和島地区広域事務組合

消防本部４階大会議室
受講要領
⑴受講料等
　受講料は無料です。ただし、
受講の際に使用するテキスト
代金3,400円が必要です。当日
会場で販売しますので、お釣り
のいらないようお願いします。
⑵申込方法
　所定の申込用紙に必要事項
を記入のうえ、消防本部予防
課、鬼北消防署または吉田・津
島の各分署へ申し込みください。
問い合わせ先
　宇和島地区広域事務組合消
防本部予防課☎22－7501（直通）

高齢者・障害のある人の人権
問題に関する12時間電話相談

相談内容　高齢者・障害者のあ
る人の人権問題に関するあらゆる
相談（差別的扱い、相続、扶養等）
日時　10月17日㈮９時～ 21時
電話番号　フリーダイヤル
0120－025－550（携帯電話か
らの相談可能）
相談担当者　人権擁護委員（弁
護士資格を有する者も含む）、
法務局職員
問い合わせ先　松山地方法務
局人権擁護課☎089－932－
0888

■  ９月16日㈫～10月５日㈰
　【出展者】河野正子
　　「四季の押花絵展」
■10月７日㈫～10月26日㈰
　【出展者】井上公夫
　　「古代裂・古布」
開館時間　10時～13時、14時～17時
場　　所　近永南町バス停前
入　館　料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813

お 知 ら せ
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くらしの情報
募　　　集

広報きほく10月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
すべての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題1】鬼北町の最高齢者は何歳？　①100歳　②101歳　③102歳　
【問題2】愛媛県の骨髄バンク登録は何歳から？　①15歳　②18歳　③20歳
【問題3】９月５日に穀彩村の会員と日吉小児童が収穫したものは？　①稲　②サツマイモ　③とうきび
　
応募方法　�住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題2－①、問題3－②）、広報に対する

感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。
応　募　先　〒798-1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45-1119
締　　切　平成20年10月24日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分)　です！広報クイズ

四国観光検定試験受講者
　
　四国観光検定は、四国の自
然、歴史、文化など幅広い分
野にわたり、豊富な知識を持っ
た人材の育成と観光客の受入
態勢の整備を目的として、四国
４県の観光協会が実施するも
のです。合格者には、「四国観
光達人」の認定証を贈ります。
なお、試験は今年度をもって一
時中断します。

試験日時　12月14日㈰
14時～15時20分
試験会場　松山大学、西条商工
会館、西予市中央公民館
受験料　3,150円
申込期間　９月１日㈪～ 11月
14日㈮
申込方法　所定の申込用紙ま
たはホームページで
（http://www.shikokukentei.
com/）。申込用紙は県観光協会、
市町の観光協会、役場に設置。
公式テキスト　県内主要書店
において2,100円で販売
問い合わせ先　㈳愛媛県観光
協会☎089－951－0711 

被害者こころの支援セン
ターえひめ講演会in2008

日時　10月25日㈯14時～16時
場所　松山市総合コミュニ
ティセンター３F大会議室
講演　被害者支援の原点に
戻って～私たちが望んだ支援・
私たちが受けた支援～
講師　酒井肇氏（大阪教育大学
附属池田小学校事件被害者遺族）
演奏　東雲コーラスによる演奏
主催　ＮＰＯ法人被害者ここ
ろの支援センターえひめ

生命（いのち）の
メッセージ展in愛媛2008

　「生命のメッセージ展」とは、
犯罪・事件・事故・いじめ・医
療過誤などの結果、理不尽に生
命を奪われた犠牲者が主役の
アート展です。今回は、愛媛県
から４人のオブジェ（遺品等）
が参加しています。
日時　10月24日㈮～26日㈰
場所　松山市総合コミュニティ
センター１Ｆプラザ
主催　生命のメッセージ展実
行委員会、愛媛県臨床心理士会、

ＮＰＯ法人被害者こころの支
援センターえひめ

宇和島地域合同就職面接会

求職者の皆さんへ
　愛媛県地域労使就職支援機
構は、南予地域を中心にした企
業と求職者の皆さんが自由に
面接をする合同就職面接会を
宇和島市、宇和島商工会議所等
の共催にて開催します。また当
日は面接セミナー、コンピュー
ター適正診断、就職相談コー
ナーも設けますのでご活用下
さい。
日時　10月15日㈬14時～
15時30分
場所　宇和島市役所２階大
ホール
対象　働く意欲のある人
持参品　履歴書、筆記用具。
来場にはできるだけ公共交通
機関のご利用をお願いします。
問い合わせ先　宇和島商工会
議所☎22－5555またはハロー
ワーク宇和島☎22－8609

催　　　し
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ご寄付お礼
◎ひろみ奈良の里へ
　 竹葉修さん（興野々）／武田恭一さん（宇和島市）
◎近永愛児園へ
　 小野明祐さん（国遠）／光明寺／小野輝晃さん
（松山市）／宮崎文尾さん（近永）／北宇和病院
／岡本武さん（奈良）／兵田トミ子さん（下大野）
／泰平寺／愛媛県養鶏協会
◎鬼北町社会福祉協議会へ
　 竹葉修さん（興野々）／松本久さん（奈良）／
高田栄之輔さん（西野々）／高田熊男さん（永
野市）／富永登さん（父野川上）／木村廣子さ
ん（奈良）／武田恭一さん（奈良）／宇都宮正
敏さん（吉波）／善家富士雄さん（東仲）／浅
野泰道さん（大宿）

◎勝山荘へ
　 岡本義文さん（下鍵山）／田中好子さん（宇和
島市）
◎近永小学校へ
　鬼北町老人クラブ近永寿会
◎広報活動へ
　 芝雅彦さん（千葉県）
◎鬼北町ふるさと応援寄附金へ
　佐々木賢治さん／谷口文明さん

 

　

　

　

　　　　　

まち のうごき
人口  ８月31日現在　（　）は前月比
総　数　　　１２，２７３人  　（±　０）
男　性　　　　５，７０８人　  （＋　２）
女　性　　　　６，５６５人  　（－　２）
世帯数　　　　５，１６４世帯（＋　８）

愛媛県立北宇和高等学校創立70周年記念
同窓会総会・記念祝賀会のお知らせ

開催日　平成20年11月８日㈯
日　程
　○同窓会総会　15時30分～16時30分
　　会場　本校同窓会館・北辰館
　○記念祝賀会　17時30分～ 20時
　　会場　ＪＡえひめ南鬼北広見支所3階
　　　　　コスモホール
　　会費　5,000円
記念企画
　○中世夢街道巡り　12時～15時
　　 姿を変える懐かしい鬼北の地をバスで一

巡りします。
申込方法
　参加希望の同窓生の方は、同窓会各支部長
または事務局へ10月10日㈮までに申し込みく
ださい。
問い合わせ先
　北宇和高等学校同窓会事務局　☎45－1241
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10月町民カレンダー
ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ ＦＲＩ ＳＡＴ

１ ２ ３ ４
□犬＝犬・ねこ引取日（環境保全課・愛治・三島連絡所・日吉支所）
□ペ＝ペットボトル回収日　□古＝古紙回収日
□英＝クリスの英会話教室（中央公民館視聴覚室）
□教＝教育相談☎20-6010 ／中央公民館2階会議室
□人＝人権・心配ごと・行政相談
　　（広見地区：鬼北総合福祉センター／日吉地区：日吉住民センター）

□英 19時～ 21時
英19時～ 21
時英19時～
21時ＷＥＤ

□犬 □ペ  近永・泉

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
□英 19時～ 21時 □犬 

□ペ  日吉
□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□教 ９時～ 17時
□古 近永　　

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
□英 19時～ 21時
■親子教室10時～

□犬 □ペ  近永・泉 ■でちこんか前夜
祭（奈良川河川敷）
18時～

１９ ２０ ２1 ２２ ２３ ２４ ２５
■ でちこんか（奈
良川河川敷）9
時～

□人　広見10時～、
日吉9時～

□英 19時～ 21時 □犬 
□ペ  日吉

□ペ  好藤・愛治・
　　三島

□古 好藤・愛治

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
■ 近永、好藤地区
運動会

□英 19時～ 21時 □犬 

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■10月５日㈰ やくしじこどもクリニック ☎24-1386
二宮整形外科 ☎25-8600 市立津島病院 ☎32-2011
楠﨑内科 ☎24-2211 ■10月19日㈰

こばやし小児科 ☎23-1150 上甲外科麻酔科 ☎25-5811
篠原医院 ☎45-3370 兵頭内科医院 ☎25-2772
■10月12日㈰ 山下小児科 ☎23-0055
加藤整形外科病院 ☎22-7111 富山医院 ☎45-0360
石川循環器科内科 ☎20-0320 ■10月26日㈰

こおり小児科 ☎24-5633 植木整形外科医院 ☎22-0022
旭川荘南愛媛病院 ☎45-1101 田中循環器科内科 ☎22-0504
■10月13日㈪ やくしじこどもクリニック ☎24-1386
小川クリニック ☎23-3599 大野内科医院 ☎45-0141
木村内科医院 ☎24-0030

保健だより
健康診断・がん検診

●10月９日㈭
　上鍵山集会所 ７：30～11：00

●10月22日㈬
　広見体育センター ７：30～11：00

●10月23日㈭
　広見体育センター ７：30～11：00

●10月24日㈮
　広見体育センター ７：30～11：00

３～４ヵ月児健康診断
●10月31日㈮
　広見保健センター 13：30～　　

心の健康相談日
日時　10月16日㈭　10時～14時
場所　わかば作業所（小倉保育所前）
内容　 認知症、うつ病、思春期に関する

悩みなどの相談を受け付けます。
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の風景　№15

大宿地区から
①稲の収穫（清水日出男さんの田で）②安楽寺の茶堂③小学生が作ったユニー
クなかかし④土屋地区の棚田風景⑤安楽寺近くの道端に咲く百合の花⑥力石
農道の栴檀の木⑦古希を迎えた土屋トンネル

（柳野治示氏撮影）

吉波地区の立派なわらぐろ。⑧完成前⑨完成後
（柳野治示氏撮影）

約70㍍の稲木。父野川下の宮森幾代子さんの田で。

①

②

⑥
③

⑦

⑧

⑨ ⑩

④

⑤


	id5_kihoku_0810_01
	id5_kihoku_0810_02
	id5_kihoku_0810_03
	id5_kihoku_0810_04
	id5_kihoku_0810_05
	id5_kihoku_0810_06
	id5_kihoku_0810_07
	id5_kihoku_0810_08
	id5_kihoku_0810_09
	id5_kihoku_0810_10
	id5_kihoku_0810_11
	id5_kihoku_0810_12
	id5_kihoku_0810_13
	id5_kihoku_0810_14
	id5_kihoku_0810_15
	id5_kihoku_0810_16
	id5_kihoku_0810_17
	id5_kihoku_0810_18
	id5_kihoku_0810_19
	id5_kihoku_0810_20

